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 さらに、1ヶ月後(以下 T2)にもMMSEを実施した。 
 
統計解析 














スティック回帰分析の結果、浅い教育歴(オッズ比: 4.6 95%CI: 1.71-12.40)と手続き的日常生活動


















































【結果】223 名の対象者のうち、不適格者 50 名(身体的重篤 21 名、精神的重篤 9 名、重度認知機能障
害 9 名など)を除外した。173 名の適格者のうち 156 名から同意を得た。最終的に 145 名が調査を完遂
した。平均年齢(±標準偏差)は 73.8(±5.9)歳であった。145名のうち、29名(20%、95%信頼区間(以下
CI):14-27%)で認知機能障害を認めた。多重ロジスティック回帰分析の結果、浅い教育歴(オッズ比: 
4.6 95%CI: 1.71-12.40)と手続き的日常生活動作障害 (オッズ比: 4.2 95%CI: 1.44-12.13)が認知機
能障害に関する有意な関連因子であることが示された。T1 で認知機能障害を認めなかった 116 名のう
ち、99 名が T2 での調査に参加し、うち、7 名(7%、95%CI : 2-12%)において新たに認知機能障害が出
現した。単変量解析の結果、主観的症状としてのもの忘れの自覚があることのみが有意な予測因子で
あった。ロジスティック回帰分析は、独立変数が 1 因子のみであったため施行しなかった。同項目に
よる予測能は、AUC0.81、感度 87.5%、特異度 75%、陽性的中率 20.5%、陰性的中率 98.6%、陽性尤度比












T1 における認知機能低下の原因、3）健常群の MMSE のデータについて、4）T1 の認知機能障害に心理
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